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６
月
21
日
、
第
１
回
八
峰
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
ポ
ン
ポ
コ
山
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
行
わ
れ
、男
性
22
名
、

女
性
20
名
の
総
勢
42
名
の
選
手
に
よ
る
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
４
コ
ー
ス
32
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
一
人
で
３
回
も

出
す
方
も
い
れ
ば
、
思
う
よ
う
に
距
離
が

出
な
か
っ
た
り
、
逆
に
オ
ー
バ
ー
し
た
り

と
苦
戦
す
る
方
も
お
り
、
笑
い
と
歓
声
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

家
庭
教
育
講
座
始
ま
る

八峰町各種委員・
奨励員のご紹介

　

秋
田
県
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、

家
庭
教
育
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
図
る
た

め
、
家
庭
や
地
域
で
の
子
ど
も
に
ま
つ
わ

る
情
景
や
思
い
、
家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
を
テ
ー
マ
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
川
柳
を
募

集
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間

平
成
18
年
７
月
３
日
㈪
〜
８
月
31
日
㈭

●
問
合
せ
先　

秋
田
県
家
庭
教
育
推
進
協

議
会
フ
ァ
ミ
リ
ー
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
係

（
秋
田
県
婦
人
会
館
内
）

1
０
１
８

－

８
３
６

－

７
８
４
０

　

な
お
、
詳
し
い
募
集
要
項
は
各
公
民
館

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
っ
て
何
？

講
義
な
ど
一
方
的
な
知
識
伝

達
の
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、
参

加
者
が
自
ら
参
加
・
体
験
し
、
何

か
を
学
び
あ
っ
た
り
創
り
出
し

た
り
す
る
、
双
方
向
的
な
学
び

の
ス
タ
イ
ル
の
こ
と
で
す
。

住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り

や
生
涯
学
習
等
で
参
加
体
験
型

の
グ
ル
ー
プ
学
習
の
手
法
と
し

て
最
近
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

編　　集
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絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
新
町
と
な
り
初
め
て
の
大
会
と

な
っ
た
こ
の
日
は
、
八
森
地
区
か
ら
参
加

さ
れ
た
方
や
公
民
館
職
員
も
峰
浜
地
区
の

先
輩
達
と
共
に
プ
レ
ー
し
、
交
流
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第

２
回
大
会
は
山
村
広
場
が
会
場
と
な
る
た

め
、
八
森
地
区
か
ら
も
よ
り
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
、
数
字
は
ス
コ
ア
）

●
男
性
の
部　

①
佐
々
木
栄　
　

76

　
　
　
　
　
　

②
金
平
光
雄　
　

82

　
　
　
　
　
　

③
成
田
一
美　
　

85

●
女
性
の
部　

①
斉
藤
悦
子　
　

87

　
　
　
　
　
　

②
米
森
満
洲
子　

87

　
　
　
　
　
　
（
大
会
ル
ー
ル
に
よ
り
）

　
　
　
　
　
　

③
斉
藤
カ
チ
子　

90

●
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　

３
回　

佐
々
木
栄

　

八
峰
町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度

国
の
委
託
事
業
を
受
け
家
庭
教
育
支
援

総
合
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
や
、
様
々
な
機
会
を
利
用
し
て
保
護

者
や
親
等
へ
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
の

機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
６
月
５
日

に
は
水
沢
小
学
校
、
６
月
９
日
に
は
八
森

中
学
校
で
、
６
月
10
日
に
は
岩
館
子
ど
も

園
、
６
月
15
日
に
は
観
海
子
ど
も
園
、
６

月
30
日
に
は
八
森
子
ど
も
園
で
そ
れ
ぞ
れ

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
心
に
関
す
る
講

演
・
食
育
に
関
す
る
講
演
等
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
生
徒
・
保
護
者
の
方
々
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
川
柳
」大
募
集

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

八峰町体育指導委員

男
の
料
理
教
室
で

腕
前
を
あ
げ
る
？

　

八
森
公
民
館
主
催
の
第
１
回「
男
の
料

理
教
室
」が
６
月
７
日
八
森
中
学
校
調
理

室
を
会
場
に「
八
森
中
学
校
の
み
ん
な
の

登
校
日
」と
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
日
は
、
以
前
か
ら
こ
の
料
理
教
室

の
講
師
と
し
て
ご
協
力
頂
い
て
お
り
、
４

月
か
ら
同
校
の
教
頭
に
着
任
さ
れ
た
皆
川

雅
仁
先
生
を
講
師
に
男
性
で
も
手
軽
で
簡

単
に
で
き
、
し
か
も
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
包
丁
さ
ば

き
が
あ
や
し
い
方
も
お
り
ま
し
た
が
、
で

き
あ
が
り
は
上
々
で
そ
の
後
の
交
流
会
は

お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
第
２
弾

も
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

目指すはホールインワン！

　

６
月
12
日
、
八
峰
町
峰
浜
地
区
こ
と
ぶ

き
大
学
の
開
講
式
が
峰
栄
館
で
行
わ
れ
、

11
名
の
新
入
生
を
含
む
学
生
総
数
２
８
０

名
の
こ
と
ぶ
き
大
学
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
入
学
者
点
呼
に
続
い
て
総

長
の
加
藤
和
夫
町
長
が｢

豊
富
な
知
識
と

経
験
は
高
齢
者
の
強
み
で
あ
り
、
そ
れ
を

発
揮
し
て
若
い
世
代
に
刺
激
を
与
え
続
け

る
こ
と
が
長
く
社
会
で
活
動
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。｣

な
ど
と
あ
い
さ
つ

こ
と
ぶ
き
大
学
開
講
式

八
峰
町
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
生
を
代
表
し

山
崎
金
作
理
事
長
が｢

こ
れ
か
ら
の
人
生

を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
も
、
ひ
と
つ
で

も
多
く
の
学
習
に
参
加
し
、
新
た
な
発
見
、

素
晴
ら
し
い
感
動
に
出
会
い
た
い
で
す
。｣

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

開
講
式
終
了
後
は
能
代
警
察
署
交
通
課

職
員
に
よ
る
交
通
安
全
講
話
が
開
か
れ
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
の
交
通
安
全
指

導
に
大
学
生
た
ち
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で

最
初
の
学
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
と
ぶ
き
大
学
で
は
今
後
移
動
研
修
や

運
動
会
な
ど
の
学
習
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
八
森
地
区
の
方
の
ご
参
加
も

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

１
回　

三
浦
英
雄
、
北
川
希
雄
、
伊
藤
忠
夫
、
多
賀
谷
吉
美
、
金
平
光
雄
、
田
村
修
一

成
田
一
美
、
佐
藤
嘉
克
、
柴
田
実
、
米
森
満
洲
子
、
斉
藤
悦
子
、
本
多
雪
子

笠
原
キ
ミ
、
北
川
レ
イ
子
、
長
岡
礼
子
、
嶋
田
志
美
子
、
武
田
幸
子

菊
地
ハ
ル
ノ
、
芹
田
悦
子

　今年度委嘱された八峰町の各種委員・奨励員をご
紹介いたします。（敬称略）

加賀洋子、岩城祐一、岩根将人、須藤益子、後藤和彦
山本太志、畠山一夫、柴田恭二、佐藤浩則、福田優一
芹田悦子、阿部昌子

八峰町社会教育委員
佐々木幸明、佐藤重夫、小林敏雄、秋田忠、亀田吉信
福田ミツ子、阿部奈々子、山﨑照雄、大高孝雄
木藤雄介

生 涯 学 習 奨 励 員
門脇豊、藤田ユミ、山本百合子、奈良咲子、藤田フミ
菊地修一、山内安久、神垣小枝子、佐藤恵子
松岡敬子、武田ミサオ、小林道彦、笠原昇子
田村栄章、金平薫、武田ヒデ、今井東長
工藤由里子、菊地玲子、山内美春

観海子ども園にて　講師：工藤聖子氏

食材を前に奮闘中！

　

八
森
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
小
学
４
〜

６
年
生
を
対
象
と
し
た｢

少
年
少
女
体
験

教
室｣

を
、
今
年
度
は
八
峰
町
全
域
に
範

囲
を
拡
大
し
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、町
内
の
小
学
生
が
自
然
体
験
・

文
化
・
創
作
等
、
様
々
な
体
験
活
動
を
通

じ
て
、
児
童
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

深
め
る
と
と
も
に
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を

養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
24
日
、
本
館
の
佐
藤
恵
子
さ
ん
を

講
師
に
、
第
１
回
目
の
事
業｢

子
ど
も
生

け
花
教
室｣

を
開
催
し
ま
し
た
。
空
き
缶

を
利
用
し
た
手
作
り
の
花
器
に
き
れ
い
に

平
成
18
年
度
八
峰
町
少
年
少
女

体
験
教
室
始
ま
る

花
を
生
け
、作
品
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
で
き
ば
え

に
皆
満
足
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
年
間
13
回
９
種
類
の

体
験
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

「子ども生け花教室」より


